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訳として保育室 ・初旬室 ・遊戯室 ・保健室など15種，総昆外面積ならびに運動lJ.，j・芝生 ・花壇など9
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館4表 教職員の1日の勤務時間
..._、 時間
類別 -...._ 時分 6:30 7:00 6・∞ 7:ぬ I8:∞ 8:ぬ I9:∞ 9:ぬ 110:∞|ル初 平均
公立保 。 (1) 。 (1) (7) 。
私立保 (1) 。(13) (1) 
公立幼 (1) 。 (4) (1) (14) 。
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A ' 空 ~.. I....~.~... .?' .....~.~.. ....~: G' H' 主ま 象
1 1 1 1 1 2 5259322 7 
級数 1 1 il 混 2 525， 9 1 5 2 2 7 
1級の平均数 28 24 19 8 1 43 47 49.5 49.4 145.2 36.4 32 35 37.1 





のに対し， 何れも 240目前後の登園日である。 1 日の保有11寺悶は保育所は 8~ 9 11年間保育であるが私
立は土曜はDが2時，Eは午前'1で終る。乙れは保育日数と同じく Eは幼稚園iζ近く ，Dはそのrp(な
を示すと云えよう。幼稚悶は公荘、とも平日は5: 30~ 6 時間保育で土曜日は午前で終る。 私立 C ' お
よびF'Iま始業時聞が早いが地域の要望も考ーえられよう。耳季休暇は保育所は私立E以外はないが，
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第8表 健康管理
C' D' G' H' 
8 16 5 1 
8 16 6 5 5 1 
一。。。。。。
。。。。。10 
7 15 6 5 5 1 
1 。。。。。。 1 。。。10 
H' 
健康管理については表8の如くで，朝の視診は 1.毎朝実施している(+) 0 2.特別にしないが気












給食は保育所では私立のE以外は全食実施，幼稚図では公立 Aぺ 私立 C〆D〆および F〆では昼
食にパンと牛乳をあたえているが，これらは家庭の要望にも答えていると云えよう。
つぎに保育カリキユラムについてのべる。表は省時した。年 ・月 ・週 ・日案及び日課表について
1.作っていない 2.既成のものをつかう 3.園独自 4.自分で作る 5.以上の混合 6.腹実はあるがき
まった型はない 7.その他としたが全項目にわたり保育所は自分でつくる，ついで困独自，幼稚闘は
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凶~1ll:1 ついで J'I 分でつくるが多いが払立幼碓I~q G〆は混合の教師が多い。保育形態は山下氏の分類別
!C従ってt羽抗したとζろ，(A' J'IIH保fj'!B)一汗保育それぞれ8項目の形態のうち，全体的に白山保有ー
に関しては 1.1II1立aぶlζより，1:.山lI!y問iζ，J'I [1尉所で， J' II ~ 日 122を ， n iJJ経験する 5.以所を指定












問題行動を 1.心身の欠陥 2.攻較的行動 3.非社会的行動 4.逃避的行動 5.退行的行動 6.自









家庭環境の調査は節 I 報の調査すなわち東成医のI;'}~今と閉じ質問紙により ， それぞれの施設を通じ
て，幼児の保n聾者lζ回答を依額した。
第10表 資 来} 数 記入{i:・
鴎の数 |資料数 回収率 母 (P6 父 (実6 その他 (%
公立保育所 3 67 96 % 50 (75 13 (19 4 ( 6 
私立保育所 3 121 67 96 89 (74 26 (21 6 ( 5 
公立幼稚倒 ・ 3 2臼 95 5ぢ 232 (88 29 (11 3 ( 1 
私立幼 ll~ 函 4 337 78 96 277 (82 ω (18 。( 0 









|大 学 !日 高 専 短 大詰蒋1新 中学高小学小 学 不明 |
親の学歴は幼稚園の両親より低く ，(表11，旧tl，新高校卒以上父町:;ltlζX2=66.04，Pく0.001，df= 
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家庭の文化的吠懲 :家庭の電気製品は一般に巾広く普及しているが，比較的余絡のある家庭にもた
1) ，締除織(ぷ17，X!! =36.臼れると考ーえられるステレオ(表17X!= 12.06， Pく0.01，df = 
P <0.01 df = 1 )をもっているのは幼稚悶の家庭に多く，大人のための本が全くないのは保育所の
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311 271 303 
家庭の一徹的雰囲気 :近所つき合い ・;jと客の有無 ・夫婦けんか ・綾子けんか ・家のt占弘t. i，'rl1!liなど
子どもを叱る父は幼稚悶より保n所の家庭にその傾向が多かった。には殆ど韮ー を認めないが，
両親の教育的関心 :両純共κいつも働きに出ているのは保行J況の家庭であり(ぷ19，X2 =54.69， 
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W 6 4 29 
78 15 6 
Pく0.01，df = 1) ， 
2。
第19表??? ? 3 182 216 20 10 15 




く 0.01df = 
下どものための設似，文化生活，匁の教育的関心lζ保行所児の
家庭は幼稚同児のそれより好ましくない点が多い乙とがうかがえる。
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第23. 子どもに対する教育方針
IU~tí (%193:.1 (%;n LIt (%1) 迫害本入社会性 自主性 %;俗成怖い絡(令|教書(悠次第(ゐ不明 計
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含め， さらにととばの発達をも含めた。位[~は身体的なものを， 人格は主に性絡的なものを，知滋 ・
技術は字 ・絵等の上速を入れた。表22の設備は運動場の鉱眼・給食設備の完備 ・スクールパス等の要
望を，教育方法は父緩怠観日を設けたい ・同と家庭との述絡を密にしたい等の要望を入れた。
同表からみると ， 両~~共に通回効果として社会性の発注をあげている(表21) 。幼稚闘の貌は保
育所の級より一回強く指摘しており (X2=17.03，Pく0.01，df = 1) ，さらに教育)j針として下ど
もの人格の向上をより強く望んでいる(表幻， X2 =8.45， Pく0.01，df = 1)。一方保育所の緩は
全体lζ応答が低調である。数は少いが幼稚回の規より;(jnlζ関心を示しているのは，施設に対して知
識 ・技術を教えてほしいという要望である(表22，X2 =9.24， Pく0.01df= 1)。家庭の教育lζ閲
してあらゆる面で好ましくない家庭環境が必然的わが}二への教育を後設にゆだねるようになるのかも
知れない。
公立幼稚園と私立幼稚園の比較 両施設聞に有志芳・のあったものは家の経済状態 ・居住状態 ・下ど
( 40 ) 
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もの机 ・本 ・家庭の屯気製品であった。すなわち，公立幼稚園は自宅に住むものが私立より多い(表
14， X2 =24.33， Pく0.01，df= 1)が，家の暮し向きを中以上と感じているもの(表13，X2 = 76. 75 
Pく0.01，df= 1) ，子どもの机があるもの(表15，X2=16.02， Pく 0.01，df= 1)教科書以外の
本を11f間以上もっているもの(表16，X2=9.63， Pく0.01df= 1) ，ステレオがあるもの(表17，




X2=20.02， Pく0.01，df= 1) ，施設に対して設備の充実を希望するものが多い(表22X2=12.16 
Pく0.01，df= 1)。
公立保育所と私立保育所の比較 公立保育所が私立保育所より有意差をもって多いのは家庭内l乙病
人がいる(表12，X2=8.66 Pく0.01，df= 1)大人の本が全くない(表18，X2= 14. 84， Pく0.01
df= 1) ，両親共にいつも働きに出ている(表19，X2=3.67， Pく0.1，df= 1) ，父兄会iζは全く
出席しない(表20，X2=5.66， 0.01くPく0.02，df= 1)という項目である。私立はつぎの項目に
公立より多い。すなわち，親の学歴旧中および新高卒以上(表11，父X2=49.56，Pく0.01，母X2=
25.79， df= 1) ，家の暮し向き中以上と感じている(表13，X2 =37.49， Pく0.01，df= 1) ，自宅






保育所の親より通園効果として人格の向上を指摘し(表21，X2=4.16， 0.02くPく0.05・df=1) ， 
教育方針としても人格面に関心をもっている(表23，X2=7.57， Pく0.01，df= 1)また将来を本人
の能力lζ応じて，本人lζ任すといった方針がつよい(表23，X2=6.41， Pく0.01，df= 1) ，また施






































所より幼稚園児が (X2=178.57，df= 3， Pく0.01)，公立より私立の幼児が(幼稚園X2=32.88，
df= 2， Pく0.01，保育所 X2=6.13，df= 1， Pく0.02) いずれもよりすぐれているものが多く ，
知能部門では，保育所より幼稚園児iζ(X2=22.47，df= 2， Pく0.01)，公立より私立の幼児iζ(
幼稚園 X宮=9.84，df= 2， P <0.01，保育所 X宮=56.47，df= 2， P < 0.01)より高いものが多
く，情緒および社会性部門では私立.幼稚同児より公立のそれに(情緒 X2=13.39，df= 3， Pく0.01
社会性 X2=39.15， df= 5， P < 0.01)すぐれているものが多かった。その他の比較においては大
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第24表 身体発迷状況
身 長 (摺) 体 窓 (kg) 胸
a 
平均と綴準偏差 年(年令) 人数 平均と綴準偏差 人数 平均と標準偏差 人数
男 44 111.94土 4.98 44 19.62土 2.44 44 56.69土 2.45 5.94 
A 
~ 女 37 1伺.75士 4.39 37 18.32土 1.32 37 日.94士 1. 79 6.22 
JI. 
男 52 107.67土 4.85 / -~ 52 54.28土 2.68 5.58 幼 B 1， 女 47 1侃.67土 4.22 47 51. 96土 1.86 5.45 
la! 男 52 113.56土 5.24 52 18.26土 2.01 52 55.13土 2.49 5.74 
C 
女 45 108.82土 3.94 45 17.56土 1.83 45 日.54土 2.26 5.70 
男 51 111. 95土 4.04 51 19.13土 2.17 53.24土 2.79 6.13 
D 
女 60 111.71土 3.57 60 18.82土 1.99 37 55.45土 2.36 6.14 
男 33 110.38土 4.76 33 19.34土 2.05 29 55.03土 2.88 5.73 
私 E 
110.08土 3.76 33 18.84土 2.29 31 50.15土 2.13 6.27 
113.29土 4.46 19 19.28土 1. 93 /I~ 6.25 女 15 111.33土 4.34 14 18.12土 2.32 6.32 
Y)J G 
男 49 114.53土 5.42 49 18.41土 2.28 49 56.51土 2.34 6.25 
女 41 114.28土 4.98 41 18.48土 3.97 41 55.65土 3.37 6.20 
羽t 男 64 110.62土 4.43 63 18.31土 2.31 63 55.23土 2.53 5.55 H 
ち; 54 108.90土 4.57 54 17.57土 2.20 54 53.29土 2.28 5.65 
|姐| 男 28 11.54土 5.21 28 19.27土 2.03 24 55.79土 2.10 6.34 
女 49 111.00土 4.84 49 19.ω 土 2.70 38 54.34土 2.15 6.26 
男 24 113.78土 5.68 20.60土
279|/|///| 
6.16 
J I女 24 110.99士 4.49 24 18.98土 2.13 L' : ____ 6.20 
会男 8 111. 75土 3.07 8 18.66土 1. 67 8 55.71土 2.91 6.12 
立 K 女 14 109.01土 3.95 14 17.31土 1.42 14 53.39土 1.69 6.27 
保
育 男 18 106.13土 3.98 18 17.25土 1. 90 18 53.41土 1.63 5.48 L 
ifr 女 12 104.21土 2.07 12 16.34土 1.14 12 51. 58土 1.41 5.43 
私 10 111.66土 4.23 19.06土 55.40土 2.00 6.24 
立 女 4 108.60土 2.94 4 18.槌 土 0.90 4 55.13土 1. 95 5.92 
性 |男 |錨 山土 481 142 1 
18.54土 55.62土 6.11 
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b 
長 (c冒)I 体 重 (k9) 胸 閥 (01) 生 活
平均とt票当「偏差 |人数 平均と傑準偏差 人数| 平均と標準偏差 年(年令) 
男 44 111. 94土 4.98 44 19.62土 2.44 44 56.69土 2.45 5.94 
女 37 109.75土 4.39 37 18.32土 1.32 37 53.94 :!: 1. 79 6.22 
男 84 111.34土 5.61 84 19.24土 2.19 68 55.75土 2.96 5.94 
女 93 111.17土 3.72 93 18.83土 2.08 68 54.50土 2.47 6.21 
男 8 111. 75土 3.07 8 18.66土 1. 67 8 55.71土 2.91 6.12 
女 14 1ω.01土 3.95 14 17.31土 1.42 14 53.39土 1.69 6.27 
男 10 111.66土 4.23 10 19.06土 2.00 10 55.40土 2.∞ 6.24 
女 4 108.60土 2.94 4 18.68土 0.90 4 55.13士 1. 95 5.92 
男 128 111.46土 5.57 128 19.38土 2.30 104 56.16士 2.89 5.94 
女 130 110.77土 3.98 130 18.68土 2.06 105 54.31土 2.31 6.22 
男 18 111. 70土 3.77 18 18.89土 7.61 18 55.54土 2.43 6.18 























偏差値 .. 44 I 45 ..54 . 55 偏差値I. 441必~日 155 .. 
-0・ A 54.15 5 23 50 55.92 4 8 67 
主E B 53.04 11 31 52 56.54 2 16 76 
幼
稔 C 55.41 5 29 56 58.30 
。 14 76 
国 計 54.39 21 158 56.97 6 38 219 
D 日.75 2 10 24 54.58 2 3 31 
私 E 54.61 8 12 42 57.80 2 9 51 
立 G 54.51 6 21 57 56.80 3 13 62 
幼 H 55.68 6 19 59 57.98 2 6 76 
稚 R 55.52 10 21 82 59.12 2 12 98 
闘 。 55.伺 4 16 43 58.25 2 8 53 
言十 5.13 36 99 301 58.02 13 51 371 
1.、4、 K 53.63 1 6 12 55.11 1 7 11 
立 L 42.15 8 10 10 52.00 5 9 14 
保
育 P 51.81 2 6 8 54.31 
。 3 12 
所 昔| 48.08 11 22 40 53.52 6 19 37 
私 M 51. 54 2 6 5 56.92 2 。 10 
立 N 54.68 4 17 35 59.02 2 9 44 
保
台 Q 52.47 3 10 21 57.12 
。 6 27 
所 ;H 53.55 9 33 61 58.18 4 15 81 




23 28.75 30 
iMt偏差依人'U{5}:{fi
25 "-34 35 24 
30 25 30.10 A 
28 32 34 28.44 32 31 31 30.12 B 






図 83 お93 29.46 叩89 83 30.52 .r 
18 7 11 31.47 19 10 7 33.50 D 
19 17 25 29.41 13 25 33 26.98 E 私
13 28 36 25.51 16 32 27 27.92 G 立
23 22 36 27.54 24 33 26 28.87 日幼
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5 3 5 3 4 28.69 
21 16 9 31.17 17 25 13 29.58 N 
5 12 14 23.71 15 8 11 31. 38 Q 
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人以山における I~(Tì胞ぷの実態そりj らかにするため， 今年度はfl:占I毛の'Ì': !~~η施設を対象iこ ， ほ(J
昨年度のみー法にI手してお丘を行った。急!2采としてっきの傾向がぷめられた。
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